
  
 
 

 

  

～ 災害時見守り支援活動についてのお知らせ ～ 
  

日頃より日高学区の福祉活動にご協力頂きまして 

ありがとうございます。 

今回は、災害時の見守り支援活動についてのお話です。 

先日の大型台風の接近により日高小学校に避難所が設置 

されました。夜間に不安な気持ちで過ごされた方も多かったかと思います。「避難し

たいが協力員さんは対応してくれるの？」と問合せもありました。避難行動要支援

者名簿に登録して何をしてもらえるの？と問われる事もあることから、登録者に対

しての支援内容を確認しておこうと思います。 

 
★月に1回程度、協力員が情報紙を持参して、生活に変わりは 

ないか確認します。この時お困りごとがありましたらお話くだ 

さい。民生委員や社会福祉委員会が専門家につなぐ、お手伝い 

をさせていただきます。 

 

★大地震・津波・大型台風など、緊急時の避難については、誰もが自分自身と家族の安全確 

保が最優先です。避難所への移動が必要になった場合どうするか、家族や近所の人（近隣協 

力者）と話し合っておくと安心です。 

災害が落ち着いてから自治会関係者で対応を協議し、協力員は安否確認を行います。災害時 

は誰もが被災者であり、お互いに協力し合い、臨機応変な対応が求められます。 

 

★協力員が災害時すぐに駆け付けることは難しいです。各々が備蓄品や家屋内の安全の備え 

が大切になりますので、日頃から対策をしておくと安心です。 

 
食糧 … 水分、缶詰、乾パン、ビスケット、レトルト食品、インスタント食品 

   非常時に役立つ物 … 懐中電灯、ラジオ、カセットコンロ、毛布、マスク、 

ビニール袋、ラップ、軍手、ウェットティッシュ、 

使い捨てカイロ、防寒具 

   ※地震対策として、家具やテレビなどの転倒防止も大切です。 

福祉に関するお問い合わせ相談は、日高学区市民自治会社会福祉委員会 

交流センター内 電話 ４３－１２５０ 神永 または 蛭田 まで 

ふくしだよりに載せる地域の声も募集しています 
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